
22026
No.737

広  報

う  ら  う  す

表紙　二十歳を祝う会

４Ｐ　所得税確定申告・町道民税申告のご案内

５Ｐ　町税の納め方が変わります

６Ｐ　新町内会長決定

目　次



広報うらうす　2026.2月号　2



3　広報うらうす　2026.2月号

浦
臼
町
職
員
の

給
与
と
職
員
数
を

公
表
し
ま
す
。

　町
民
生
活
に
か
か
る
、
様
々
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る

町
職
員
の
給
与
や
職
員
定
数
は
、
町
議
会
の
審
査
を
経
て
、

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
町
の

三
役
・
職
員
・
町
議
会
議
員
の
給
与
な
ど
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和６年度一般会計決算

歳　出　額
（Ａ）

人　件　費
（Ｂ）

人 件 費 率
（Ｂ／Ａ）

（参考）　　　　　　　
令和５年度の人件費率

千円
４，２６３，５６３

千円
５５６，２５１

％
１3．0

％
１1．7

令和８年１月１日現在

区分
月額

月額
期末
手当

区分

給　　　　料　　・　　報　　　　酬

６８７，２００円 ５８１，２８０円 ５４１，２００円 －

議　　長 副 議 長 常任委員長 議　　員

２7８，０００円

３役・議員ともに4.65月分

２20，０００円 202，０００円 １84，０００円

町　　長 副 町 長 教 育 長 －

令和８年１月１日現在

区　分 期　末 勤　勉 計

1.250月 1.050月 2.30月

1.275月 1.075月 2.35月

2.525月 2.125月 4.65月

６ 月 期

12 月 期

計

令和７年４月１日現在

区　分 浦　臼　町 北　海　道 国家公務員

大 学 卒 ２２０，０００円 ２２０，０００円 ２２０，０００円

高 校 卒 １８８，０００円 １８８，０００円 １８８，０００円

職　　員　　数 対前年度増減数

各年４月１日現在の実人数

区　分

部　門

一般行政職

教育委員会

特別会計

合　計

令和5年 令和6年 令和7年 令和5年 令和6年 令和7年

４8

５

４

５7

４8

５

４

５7

４9

５

４

５8

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

人　件　費　の　状　況

特別職・議員の給与

期末・勤勉手当の状況

一般行政職の初任給

令和７年４月１日現在（円）

区　　分

一　般

行政職

経 験 年 数 別 平 均 給 料 月 額

大学卒

高校卒

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満 25年以上

平均給料

月　　額

平均年齢

歳　　月

295,200 310,400 361,900 404,500 316,000 40.6

244,800 － － 373,100 330,300 42.4

経験年数別・学歴別平均給料月額

部 門 別 職 員 の 状 況

指 数 値

国家公務員の給与水準を１００としたときの比較

令和２年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

９６．6 ９６．7 ９5．4９7．8 ９６．0

ラスパイレス指数の状況

令和７年度一般会計当初予算

給　　　　与　　　　費

給　　料 職員手当 期末・　
勤勉手当 計　Ｂ

予算計上
職員数
（Ａ）

１人当り
の給与費

（Ｂ／Ａ）

千円

２１６，９５６

千円

４４，５５５

千円

８８，０３０

千円

３４９，５４１

人

55　

千円

６，３５６

職 員 給 与 の 状 況

おしらせおしらせ
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所得税確定申告・町道民税申告のご案内

　令和７年分の所得税および住民税の申告を、下記のとおり受け付けます。

　　○受付期間　２月１６日（月）～３月１６日（月）
　　　　　　　　９時００分～１６時００分　※土、日、祝日を除く
　　○受付会場　役場１階　調理実習室／岩見沢税務署（所得税申告のみ）

■所得税申告が必要な方（所得税の納税が必要な方のうち、以下の条件に当てはまる方）
　・主たる所得（給与所得、公的年金所得など）以外に２０万円を超える所得のある方
　・個人で農業や商店、飲食店などの事業を行っている方
　・不動産（土地、家屋）の貸し付けまたは売買で収入を得た方 など
　※これら以外であっても確定申告が必要な場合や、申告をした方が有利な場合があります。

■町道民税申告が必要な方
　・令和８年１月１日現在、町内に在住で、令和７年中に収入のあった方
　※令和７年中の収入がなくても、「非課税証明書」を必要とする場合には申告が必要です。
　※所得税確定申告書を提出した方は、改めて町道民税申告をする必要はありません。

■申告に必要なもの
　・収入に関する書類～源泉徴収票、報酬の支払調書 など
　・控除に関する書類～国民年金保険料控除証明書、生命保険料控除証明書、
　　　　　　　　　　　医療費控除の明細書（人ごと、医療機関ごとに集計したもの）など
　・本人確認とマイナンバーの確認ができる書類
　　○マイナンバーカードをお持ちの方～マイナンバーカードのみ
　　○マイナンバーカードをお持ちでない方～①運転免許証、公的医療保険の資格確認書 など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②マイナンバーの記載がある住民票の写し など
　・申告者名義の通帳（還付申告者のみ）
　　○マイナンバーカードをお持ちの方で、公金受取口座の登録をされている方はその口座を利用すること
　　　も可能です。
　　※書類不備等により、マイナンバーの確認または本人確認ができない場合は、公金受取口座を利用する
　　　ことはできません。公金受取口座の登録の有無については、マイナポータルから必ず確認してください。

■所得税の確定申告はｅ－Ｔａｘ（イータックス）がおすすめです！
　・ｅ－Ｔａｘ（イータックス）とは
　　国税庁が提供する国税電子申告・納税システムです。
　　国税庁のホームページで公開されている「確定申告書作成コーナー」を利用すると、申告会場に出向く
　　ことなく、ご自宅等で申告書を作成しインターネットを通じて送信、または作成した申告書を印刷し税
　　務署へ直接郵送することができます。
　　パソコンをお持ちでない方もスマートフォンから申告書の作成ができます。
　　ＵＲＬ：https://www.keisan.nta.go.jp

　〔ｅ－Ｔａｘを利用するメリット〕
　・２４時間いつでも提出でき、会場で待つ必要がありません。
　・一部の添付書類を省略することができます。
　・所得税の還付を通常よりも早く受け取ることができます。
　　（還付までの期間：通常約６週間→ｅ－Ｔａｘ約３週間）

申告の予約・ご相談　住民課税務係　電話：０１２５－６８－２１１２

（ ）

おしらせおしらせ

（ｅ－Ｔａｘ）
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informationinformation
令和８年度から町税の納め方が変わります

！軽自動車税の納税通知書・車検用納税証明書について

　国が推進する行政サービスのデジタル化に対応するため、浦臼町では５月から「集合主税方式」（住民税、
固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税の４税目を合わせて納付する方式）から「単税徴収方式」（それ
ぞれの税目ごとに納付する方式）に変わります。

○これからの納付月と納付回数について
　住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税の納付月と納付回数は、以下のとおりとなります。

※今回の変更によって納付月と納付回数が変更されますが、年間の合計税額に変更はありません。また、年
　金や給与から直接徴収されている方の変更はありません。

○口座振替について
　今までは住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税をまとめて口座登録を行い振替を行っていま
したが、令和８年度からは税目ごとに口座を分けて登録することが可能になります。
【現在すでに口座振替を利用されている方】
　現在、口座振替を利用している方で、今後も同じ口座により振替をされる方は、改めて手続きは不要です。
ただし税目ごとに口座を分ける場合には別途手続きが必要となります。
【口座振替による納付】
下記の金融機関で口座振替による納付ができます。
　・北門信用金庫　・ゆうちょ銀行　
　・ピンネ農業協同組合浦臼支所
《手続きに必要なもの》
　・納税通知書　・通帳およびその通帳の届出印
《手続き場所》　各金融機関の窓口
※口座振替による納付は、納付に行く手間もなく
納め忘れも防ぐことができますのでとても便利で安心です
【納付書による納付】
下記の金融機関窓口では手数料のご負担なく納付ができます。
　・北門信用金庫　 ・ピンネ農業協同組合　　・ゆうちょ銀行　　・浦臼町役場出納
【ＱＲコードによる納付】
　令和８年度から納付書にＱＲコードが記載されます。ご自身のスマートフォンやパソコンで読み取り、ク
レジットカード、インターネットバンキング、スマートフォンの決済アプリ、対象の金融機関窓口などでお
支払いが出来るようになります。
※支払方法によって、手数料などが発生する場合があります。
※利用方法や金融機関、決済アプリの情報など詳しくは、「地方
税お支払サイト」をご確認ください。
地方税お支払サイト（https://www.payment.eltax.lta.go.jp）　

お問い合わせ　住民課税務係　電話：０１２５－６８－２１１２

今回の変更により、口座振替を利用していない方の軽自動車税の納税通知書は車両ごとに１通ずつ発行
となります。また車検が必要な車両の場合、納税通知書の一部が車検用の納税証明書になりますので、
大切に保管してください。

税目 回数 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
住 民 税 ４回 　 １期 　 ２期 　 ３期 　 ４期
固 定 資 産 税 ４回 １期 　 ２期 　 ３期 　 ４期 　
軽 自 動 車 税 １回 １期 　 　 　 　 　 　 　
国 民 健 康 保 険 税 ６回 　 　 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

※ゆうちょ銀行で口座振替の手続きをされ
る場合は、申込書の「払込先」欄に次の内
容を記入してください。

加入者名：浦臼町役場
口座番号：０２７８０－９－９６０２２７
払 込 日：毎月末日

（地方税お支払いサイト）



広報うらうす　2026.2月号　6

町内会と行政を結ぶ新町内会長決定

　令和８年町内会長の辞令交付式が、１月７日行政センターで行われ
ました。
　新しい町内会長には、各町内会の諸行事の計画・実行のまとめ役と
して、また、行政と町内会との連絡調整役として１年間、様々な役割
を担っていただきます。
　新しい町内会長は左記のとおりです。

令和８年　町内会長

1

2

3

1

2

3

3－2

4

5

6

7

8

1

3

岡　田　辰　夫

小　林　和　美

土　肥　雅　彦

石　橋　裕　太

明日見　将　幸

横　井　由　博

坂　本　篤　史

岸　田　官　士
尾　花　幸　廣

笹　島　博　貴

奥　塚　茂　樹

向　井　一　成

髙　田　輝　雄

古　橋　優　一

町内会 氏　　名

鶴

　沼

浦

　
　
　臼

晩
生
内

連合町内会長

おしらせおしらせ

　民生委員児童委員が昨年１２月１日に一斉改選されました。厚生労働大臣、北海道知事及び浦臼町より１
０名の方が委嘱され、うち４名が新たに民生委員児童委員として活躍することになりました。
　民生委員児童委員は、地域の皆さんの心配事やいじめ、虐待などの相談に応じ、行政機関等との連絡調整
を行っています。

　今回の一斉改選において４名の委員が退任
されました。在任中福祉行政のためにご尽力
いただき、ありがとうございました。なお、
片山前委員は所用のため欠席しております。

能登委員は所用のため欠席しております。

民生委員児童委員のご紹介

民生委員児童委員（◎は主任児童委員）

今回　退任された方

住　所 氏　名 担当地区 新・再
鶴 沼 第 １ 　尾崎　一美 鶴沼第１・３ 新
鶴 沼 第 ２ 　米田　弘教 鶴沼第２ 再
浦 臼 第 １ 　今中　　愛 浦臼第１・２ 新
浦 臼 第 ３ 　初山　勇三 浦臼第３・３の２ 再
浦 臼 第 ４ 　髙橋奈津未 浦臼第４・５・６ 再
浦 臼 第 ７ 　小松　昭祥 浦臼第７・８ 新
晩生内第１ 　所　　有香 晩生内第１ 再
晩生内第３ 　鈴木　親則 晩生内第３ 再
晩生内第１ ◎能登　昇一 浦臼全域 再
鶴 沼 第 ２ ◎笠野　直美 浦臼全域 新

住所 氏名 期間 年数
浦 臼 第 ２ 上嶋　正美 平成25年12月～令和７年11月 12
鶴 沼 第 ３ 村上　秀男 平成28年12月～令和７年11月 ９
浦 臼 第 ８ 片山　順子 令和元年12月～令和７年11月 ６
浦 臼 第 ２ 畑山　　歩 令和４年12月～令和７年11月 ３
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後期高齢者医療制度のお知らせ　～高額介護合算療養費について～

　世帯で１年間（８月１日～翌年７月３１日）の医療費と介護サービス費の両方の自己負担額を合算して、
基準額（世帯の限度額）を超えた場合には、申請により、その超えた額が支給されます。
　支給対象となる方には毎年３月から４月頃に申請のお知らせをお送りします。

○医療費、または介護サービス費の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
○基準額を超える額が５００円以下の場合は、支給の対象となりません。
○新たに後期高齢者医療制度に加入された方、北海道外から転入された方など、申請のお知らせをお送りで
　きない場合があります。

　令和６年８月１日～令和７年７月３１日

◆基準額表

◆令和６年度分計算期間

※１　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方 
※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金控除は８０万円を適用。
　　　給与所得がある場合、その金額から１０万円を控除。）、または老齢福祉年金を受給している方

◆高額介護合算療養費とは

お問い合わせ　北海道後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　住所：〒０６０－００６２
　　　　　　　　　　　札幌市中央区南２条西１４丁目
　　　　　　　　　　　国保会館６階
　　　　　　　　電話：０１１－２９０－５６０１

住民課住民係　 
　電話：０１２５－６８－２１１２

負担割合 区　　　分 基準額（世帯の限度額）

３割 現役並み所得者
【課税所得６９０万円以上】２１２万円
【課税所得３８０万円以上】１４１万円
【課税所得１４５万円以上】 　６７万円

２割 一定以上所得者
５６万円

１割
一般

住民税非課税世帯
区分Ⅱ（※１） ３１万円
区分Ⅰ（※２） １９万円

おしらせおしらせ

住民基本台帳の閲覧状況

　住民基本台帳の閲覧状況について、下記のとおりお知らせいたします。
　住民基本台帳法第１１条第３項および第１１条の２第１２項の規定に基づき、住民基本台帳の一部の写し
の閲覧状況を公表しています。

対象期間：令和７年１月１日～令和７年１２月３１日

　国又は地方公共団体の機関からの請求による閲覧（住民基本台帳法第１１条）については今回該当ありま
せんでした。

個人または法人の申出による閲覧（住民基本台帳法第１１条の２）
閲覧年月日 閲覧申請者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲 閲覧件数

令和７年６月５日
株式会社ドーコン

（委託者：北海道開発
局札幌開発建設部）

袋地沼地区自然再
生に関するアンケ
ート調査のため

２０歳以上の男女
２３名 ２３件

お問い合わせ　住民課住民係　電話：０１２５－６８－２１１２



広報うらうす　2026.2月号　8

　現在、高等学校通学等支援助成金の交付を受けている方へ、令和７年１０月から令和８年３月分の助成金
を交付いたしますので、下記の提出書類を３月９日（月）までに教育委員会学務係へ提出してください。

学年 提出書類

高校３年生の方

高校１・２年生の方

卒業証書の写し、または卒業証明書
※卒業証書を持ってきていただければこちらでコピーします。

在学証明書
※３月に入ってから取得してください。３月より前の証明日は無効です。

○前回の申請時から通学の方法や下宿代が変更となった場合は、そのことがわかるものも合わせて持参して
　ください。
○３月９日（月）までの提出分は３月中に振り込みを予定しております。
○９月に未申請の方は申請手続きが必要ですので、教育委員会までご連絡ください。
○通信制高校に通学されている方は、所定の様式がありますので、教育委員会までご連絡ください。

お問い合わせ　教育委員会学務係　電話：０１２５－６８－２１６６

高等学校通学等支援助成事業　卒業・在学証明書の提出について

　毎年、町内で実施している狂犬病予防集合注射につきまして、令和８年からは実施しないことになりまし
た。
　予防注射は狂犬病予防法で「犬の所有者は、その犬について、厚生労働省令の定めるところにより、狂犬
病の予防注射を毎年一回受けさせなければならない。」と義務付けられていますので、今後は近隣の動物病
院等で予防注射を接種されますようお願いいたします。
　接種後は役場で注射済票を発行しますので住民課生活係までお越し下さい。
　また、飼い犬が未登録である場合や転居等で異動手続きをされていない場合につきましても手続きが必要
ですので住民課生活係までお越し下さい。

犬登録手数料　３，０００円（初回のみ負担）
狂犬病予防注射済票交付手数料　５５０円（毎年負担）

お問い合わせ　住民課生活係　電話：０１２５－６８－２１１２

狂犬病予防注射について

　日頃における行政サービスなどに関するご意見・ご要望・お困りごとについて、行政相談委員が役場と地
域の皆さんのパイプ役としてご相談をお受けします。
　相談は無料で、秘密は厳守されますのでお気軽にご利用ください。

■日　　　時　　２月１８日（水）　１３時００分～１５時００分
■場　　　所　　多世代交流施設えみる　会議室
■相　談　員　　行政相談委員　　笹木　政廣氏
■お申し込み　　予約不要（当日、会場へ直接お越しください。）

行政相談会の開催

おしらせおしらせ



る
。
ま
た
、
町
の
税
収
が
増
え

る
と
自
主
財
源
が
増
え
国
か
ら

の
普
通
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
一
時
的
な
増
収

で
の
基
金
創
設
は
財
政
面
で
慎

重
な
判
断
が
必
要
で
あ
り
創
設

は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
研
修
等
へ
の
支
援
は
、
新
技

術
の
導
入
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
、
新
商
品
開
発
な
ど
幅
広
く

活
用
で
き
る
現
行
の
支
援
制
度

に
よ
り
農
業
者
の
取
り
組
み
を

後
押
し
し
て
い
く
と
と
も
に
、

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
と

の
協
力
連
携
協
定
を
有
効
活
用

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
直
播
技

術
等
の
研
修
の
場
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

　
若
手
農
業
者
は
お
互
い
に
知

識
を
活
用
し
な
が
ら
営
農
に
役

立
て
て
い
る
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
専
門
的
技
術
の
研
修
を
行

い
、
若
手
を
応
援
し
育
て
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
必
要
に
応
じ
て
、
こ
の
よ
う

な
農
業
者
の
要
望
事
項
に
町
は

柔
軟
に
対
応
で
き
る
の
か
。

　
農
業
者
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

第４回定例会は１２月９日から１１日まで開催し、議員６名から一般質問がありましたので、
内容を要約し報告します。

令和７年 第４回浦臼町議会定例会 一般質問

補
助
事
業
の
新
設
に
つ
い

て
　
農
業
分
野
で
は
新
技
術
の
普

及
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
こ

れ
ら
の
研
修
等
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
町
産
業
の
底
上
げ
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　
令
和
６
年
・
７
年
の
米
価
高

騰
に
伴
い
来
年
度
の
町
税
は
大

幅
に
増
加
す
る
見
込
み
と
な
る
。

　
こ
の
税
収
を
有
効
活
用
す
る

た
め
一
部
を
町
の
産
業
育
成
基

金
と
し
て
積
み
立
て
、
今
後
取

り
組
む
新
技
術
の
研
修
等
費
用

の
補
助
に
充
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　
新
技
術
の
研
修
等
が
農
業
者

の
技
術
向
上
や
産
業
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、

農
業
関
連
の
税
収
は
い
ろ
い
ろ

な
要
因
に
よ
っ
て
毎
年
変
動
す

質
　
問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

た
と
き
は
内
容
を
検
討
し
判
断

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

Ｑ

中川議員

町
長
再
答
弁

Ａ

静川議員

質
　
問

Ｑ
　
こ
の
制
度
の
本
質
は
返
礼
品

目
的
で
の
寄
付
で
は
な
く
、
地

方
自
治
体
の
財
政
を
支
援
し
、

地
域
活
性
化
を
図
る
と
い
う
政

策
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。　

　
全
国
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
総
額
は
昨
年
度
で
約
１
兆
１

７
５
０
億
円
に
達
し
て
い
て
、

都
道
府
県
別
寄
付
の
ラ
ン
キ
ン

グ
と
し
て
は
、
北
海
道
が
総
額

１
４
５
０
億
円
で
圧
倒
的
に
多

く
な
っ
て
い
る
。

　
浦
臼
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
額

は
、
令
和
６
年
度
決
算
で
約
２

億
９
３
６
０
万
円
。
令
和
７
年

度
は
寄
付
予
想
額
１
億
８
０
０

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

現
在
の
寄
付
額
と
今
後
の
取
り

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状



　
こ
れ
ま
で
浦
臼
の
経
済
や
町

民
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
事
業

者
が
閉
店
す
る
。
町
の
商
工
事

業
者
へ
の
今
後
の
対
応
や
支
援

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

①
浦
臼
町
中
小
企
業
振
興
条
例

の
近
年
の
実
績
は
。

②
今
年
度
実
装
さ
れ
た
設
備
新

規
取
得
の
実
績
は
。
ま
た
、
問

い
合
わ
せ
は
。

③
以
前
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
事
業
所
に
編
成
で
き
な
い
か

検
討
す
る
と
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
対
応
は
。

④
町
内
事
業
者
が
抱
え
て
い
る

悩
み
を
行
政
が
ど
こ
ま
で
払
拭

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
の
か
。

①
中
小
企
業
振
興
条
例
の
助
成

実
績
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
７

年
度
ま
で
、
６
件
で
約
４
７
３

万
円
で
あ
る
。

②
設
備
新
規
取
得
の
実
績
は
現

時
点
で
は
無
い
。
３
件
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
受

け
入
れ
は
地
方
自
治
体
と
定
め

ら
れ
、
直
接
民
間
事
業
者
が
雇

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

自
治
体
と
民
間
事
業
者
が
連
携

し
協
力
隊
員
の
活
動
と
し
て
業

務
や
研
修
に
従
事
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
に
実
績
は
無
い
。

④
経
営
者
の
高
齢
化
や
事
業
継

承
者
の
不
在
、
労
働
力
の
確
保
、

購
買
力
の
低
下
な
ど
、
事
業
者

が
抱
え
る
課
題
は
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
専
門
性
も
高
く
、

行
政
の
支
援
だ
け
で
は
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

商
工
会
と
協
力
連
携
し
な
が
ら

何
が
可
能
な
の
か
、
何
が
効
果

的
な
の
か
、
対
応
策
を
検
討
し

て
い
く
。

　
設
備
投
資
は
今
後
条
件
の
緩

和
や
変
更
な
ど
の
考
え
は
あ
る

か
。

　
協
力
隊
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
、
町
の
仕
事
に
従
事
し
て
も

ら
う
方
が
望
ま
し
い
の
か
、
フ

リ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
制
に
し
て
町

に
定
住
移
住
し
て
も
ら
い
、
そ

の
後
も
町
で
働
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
の
か
。

　
町
が
商
工
事
業
者
に
で
き
る

こ
と
は
助
成
金
や
支
援
金
だ
と

考
え
る
が
、
持
続
的
な
補
助
を

検
討
で
き
な
い
か
。

　
補
助
事
業
の
柔
軟
性
が
あ
っ

た
方
が
よ
り
活
用
さ
れ
る
。

　
設
備
投
資
は
新
た
に
追
加
し

た
が
利
用
が
な
か
っ
た
。
補
助

事
業
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
大

事
だ
が
、
何
も
か
も
を
緩
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
利
用
し
や

す
い
よ
う
、
変
更
に
つ
い
て
商

工
会
と
も
話
を
し
て
検
討
す
る
。

　
協
力
隊
は
フ
リ
ー
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
募
集
し
て
い
る
。
後
に
来

ら
れ
た
２
名
は
キ
ャ
ン
プ
場
の

関
係
も
あ
り
条
件
を
付
け
て
い

る
が
、
基
本
的
に
は
フ
リ
ー
ミ

ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
一
定
数
は

浦
臼
町
に
定
住
を
目
指
す
形
を

今
後
も
取
っ
て
い
く
。

　
経
営
的
に
厳
し
い
の
で
あ
れ

ば
金
銭
的
な
支
援
策
を
町
は
取

組
み
は
。

　
当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

額
は
、
平
成
27
年
度
の
３
億
５

０
０
０
万
円
を
ピ
ー
ク
に
、
令

和
４
年
度
に
は
５
０
０
０
万
円

を
割
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
食
用

米
が
寄
付
割
合
の
８
割
を
占
め

る
当
町
は
、
令
和
の
米
騒
動
と

言
わ
れ
た
昨
年
度
は
３
億
円
に

迫
る
寄
付
額
ま
で
に
回
復
し
た
。

　
し
か
し
、
今
年
度
の
寄
付
額

は
先
月
末
現
在
で
２
８
０
０
万

円
と
昨
年
度
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
。
こ
の
要
因
は
、
米
価

の
著
し
い
変
動
に
よ
り
事
業
者

の
提
供
価
格
高
騰
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
向
け
数
量
の
減
少
に
よ

り
定
期
便
に
よ
る
受
付
が
困
難

に
な
っ
た
こ
と
、
一
方
で
、
米

の
品
薄
感
が
解
消
さ
れ
て
き
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
の
受

領
寄
付
金
は
普
通
交
付
税
の
基

準
財
政
収
入
額
に
は
不
算
入
で

あ
り
、
交
付
税
が
減
少
す
る
こ

と
な
く
収
入
増
に
つ
な
が
る
も

の
で
、
大
変
貴
重
な
自
主
財
源

の
一
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
カ
ー

ド
決
済
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
が
全

面
禁
止
さ
れ
た
こ
と
と
、
12
月

は
寄
付
者
の
控
除
上
限
額
確
定

に
よ
る
駆
け
込
み
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
町
に
お
い
て
は

検
索
連
動
型
広
告
や
レ
ビ
ュ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
を

実
施
し
、
寄
付
獲
得
に
つ
な
げ

て
い
く
。

　
ま
た
、
現
地
決
済
型
の
導
入

も
今
後
検
討
し
て
い
て
、
米
に

頼
る
だ
け
で
は
な
く
安
定
し
た

寄
付
金
確
保
の
た
め
の
第
２
、

第
３
の
柱
と
な
る
返
礼
品
の
確

立
、
そ
し
て
返
礼
品
に
注
目
が

集
ま
る
よ
う
納
税
仲
介
サ
イ
ト

で
の
紹
介
画
像
や
文
面
な
ど
の

積
極
的
な
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

　
現
在
、
町
が
運
用
し
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
数
は
。

　
現
在
運
用
し
て
い
る
の
は
主

要
５
サ
イ
ト
で
、「
楽
天
ふ
る

さ
と
納
税
」「
ふ
る
な
び
」「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」「
さ
と
ふ

る
」「
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ふ
る
さ

と
納
税
」
と
な
っ
て
い
る
。

議会だより No.193

町
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ
総
務
課
主
幹
答
弁

Ａ

商
工
業
者
へ
の
対
応

質
　
問

Ｑ

砂場議員

町
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ

町
長
再
答
弁

Ａ
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ぼ
た
ん
そ
ば
の
産
地
維
持

と
振
興
に
つ
い
て

　
絶
滅
し
か
か
っ
て
い
た
ぼ
た

ん
そ
ば
の
原
種
を
な
く
し
て
は

い
け
な
い
と
、
保
存
と
振
興
を

続
け
て
い
く
た
め
の
知
恵
を
出

し
、
原
種
を
守
り
続
け
、
現
在

の
作
付
に
つ
な
げ
て
き
た
当
時

の
方
々
の
努
力
に
は
大
変
な
苦

労
が
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

　
近
年
は
猛
暑
の
影
響
で
ぼ
た

ん
そ
ば
の
収
穫
量
が
激
減
し
、

生
産
者
も
減
っ
て
い
る
。

　
本
年
の
浦
臼
町
に
お
け
る
作

付
面
積
は
１
０
４
ha
、
作
付
農

家
は
27
戸
、
収
穫
反
収
量
は

21
・
６
㎏
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
ピ
ン
ネ
農
協
で
は
原
原
種
保

質
　
問

Ｑ

存
に
尽
力
し
て
い
て
、
他
町
か

ら
種
子
を
購
入
し
た
い
と
い
う

依
頼
が
あ
っ
て
も
断
っ
て
い
る
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
の
産
地
交

付
金
は
ど
の
よ
う
な
政
策
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
幻
の
ぼ
た
ん

そ
ば
の
唯
一
の
産
地
と
し
て
、

ピ
ン
ネ
農
協
と
の
連
携
協
議
も

重
要
に
な
る
が
、
補
助
金
も
含

め
て
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
作
付
に
係
る
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
交

付
金
に
係
る
面
積
払
い
で
１
万

３
０
０
０
円
、
数
量
払
い
で
１

万
５
０
７
０
円
か
ら
１
万
８
０

１
０
円
、
産
地
交
付
金
の
そ
ば

作
付
助
成
で
２
万
円
、
そ
ば
収

量
向
上
加
算
で
５
６
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
令
和
８
年
度
の
経
営
所
得
安

定
対
策
交
付
金
と
産
地
交
付
金

は
本
年
と
同
様
と
な
る
見
込
み
。

た
だ
、
令
和
９
年
度
か
ら
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
が
見

直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
単
収
が
極
端
に

低
い
こ
と
か
ら
、
収
穫
量
向
上

対
策
と
し
て
営
農
対
策
協
議
会

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
に
つ

い
て

①
今
年
度
の
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲

頭
数
は
。

②
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
に
対
す

る
助
成
は
で
き
な
い
か
。

③
町
が
実
施
し
て
い
る
箱
わ
な

の
講
習
回
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

④
ア
ラ
イ
グ
マ
を
効
果
的
に
捕

獲
す
る
た
め
の
対
策
は
。

①
令
和
７
年
10
月
末
ま
で
の
捕

獲
頭
数
は
１
２
１
頭
で
、
国
道

よ
り
山
側
で
の
捕
獲
が
比
較
的

多
く
な
っ
て
い
る
。

②
財
源
の
確
保
や
捕
獲
確
認
、

殺
処
分
の
人
員
確
保
等
の
体
制

整
備
の
問
題
も
あ
る
た
め
、
現

状
の
対
応
を
継
続
し
て
い
く
。

③
講
習
会
は
令
和
８
年
度
に
１

回
開
催
す
る
予
定
。
前
回
は
令

和
６
年
６
月
26
日
に
開
催
し
、

23
名
が
受
講
し
た
。
講
師
の
関

質
　
問

Ｑ

係
も
あ
る
の
で
簡
単
に
回
数
を

増
や
せ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

講
習
会
で
意
識
を
高
め
て
い
く

の
も
一
つ
の
手
だ
と
考
え
る
。

④
ア
ラ
イ
グ
マ
は
４
月
か
ら
６

月
頃
が
出
産
期
と
な
る
た
め
、

春
期
捕
獲
が
有
効
だ
と
考
え
て

い
る
。
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
防

止
に
は
、
自
主
防
衛
の
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
農
業
者
だ
け
で
な

く
一
般
町
民
に
も
継
続
し
て
箱

わ
な
の
貸
出
し
を
行
い
、
町
全

体
で
の
対
策
と
し
て
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
令
和
４
年
の
ア
ラ
イ
グ
マ
捕

獲
頭
数
が
41
頭
、
５
年
が
１
２

４
頭
、
６
年
が
87
頭
と
な
っ
て

い
る
。
年
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が

見
え
る
が
、
町
の
ア
ラ
イ
グ
マ

生
息
数
な
ど
を
検
証
し
て
は
。

　
町
民
の
方
々
は
一
生
懸
命
ア

ラ
イ
グ
マ
と
戦
っ
て
い
る
。
例

え
ば
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
１
頭

に
つ
き
商
品
券
を
１
枚
配
る
な

ど
、
捕
獲
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

　
捕
獲
頭
数
は
役
場
に
報
告
が

り
や
す
い
が
、
継
承
問
題
は
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
。

柴田議員

に
お
い
て
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
中
空
知
支
所
と
ヤ
ン
マ
ー

浦
臼
支
店
と
共
同
で
、
そ
ば
生

産
に
お
け
る
透
排
水
対
策
の
実

証
試
験
を
行
っ
て
い
る
。
坪
刈

り
に
よ
る
比
較
試
算
で
は
対
策

を
行
っ
た
場
所
の
単
収
は
約
１

４
１
㎏
、
未
対
策
の
場
所
は
50

㎏
と
約
３
倍
の
結
果
が
出
て
い

る
。
次
年
度
に
つ
い
て
も
同
様

に
収
量
向
上
と
な
る
実
証
試
験

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
農
業
者
を
は
じ
め
ピ
ン
ネ
農

協
や
普
及
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
が
、

次
年
度
に
お
い
て
は
播
種
時
期

の
変
更
に
よ
り
収
穫
期
を
調
整

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
証

を
し
て
い
く
。

　
今
後
も
そ
ば
を
守
っ
て
い
く

た
め
ピ
ン
ネ
農
協
と
協
力
し
、

良
い
も
の
を
生
産
で
き
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
く
。

町
長
答
弁

Ａ

野崎議員

町
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ
産
業
課
長
答
弁

Ａ
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防
災
訓
練
を
実
施
し
て

質
　
問

Ｑ

議会カフェのお知らせ
浦臼町議会では町民の方がどなたでも自由に参加でき、議会議員と意見交換ができる議会カフェを
開催します。時間内は出入り自由ですので、都合のいい時間にお越しください。

日時　２月９日（月）　午前の部　１０：００～１２：００
　　　　　　　　　　 午後の部　１３：００～１５：００
場所　多世代交流施設えみる　多目的室２

あ
っ
た
数
で
あ
り
、
実
際
に
は

自
分
で
処
理
し
て
い
る
方
も
い

る
。
そ
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、

ば
ら
つ
き
が
出
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
生
息
数
の
予

測
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
基
本
的
に
は
自
分
の
作
物
を

守
る
た
め
の
自
己
防
衛
と
捉
え

て
い
る
の
で
、
金
銭
的
な
補
償

や
商
品
券
の
配
布
等
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。
そ
れ
以
外

の
部
分
で
捕
獲
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
く
。

町
長
再
答
弁

Ａ

髙田議員

　
去
る
10
月
８
日
、
晩
生
内
地

区
の
住
民
を
対
象
に
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
た
。
そ
こ
で
現
状

の
防
災
対
策
と
今
後
に
つ
い
て
。

①
災
害
用
備
蓄
品
等
の
備
蓄
量

は
現
状
の
ま
ま
で
推
移
を
す
る

の
か
。

②
避
難
が
困
難
な
住
民
の
把
握

と
そ
の
避
難
方
法
に
つ
い
て
。

③
小
・
中
学
校
で
も
同
様
レ
ベ

ル
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

④
冬
季
及
び
非
常
用
電
源
を
使

用
し
た
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
。

①
浦
臼
町
災
害
備
蓄
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
食
料
品
や
生
活
必

需
品
に
関
し
、
家
屋
の
全
壊
等

に
よ
り
避
難
所
で
生
活
す
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
か
つ
物

資
の
確
保
が
困
難
な
方
２
０
０

人
が
概
ね
発
災
か
ら
３
日
目
ま

で
に
必
要
と
な
る
数
量
を
毎
年

度
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
非
常
食
の
更
新
や
電

池
式
ス
ト
ー
ブ
の
追
加
、
非
常

用
発
電
機
を
接
続
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
施
設
用
と
し
て
可
搬

式
小
型
非
常
用
発
電
機
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。

②
町
内
会
長
や
民
生
委
員
等
と

共
有
し
て
い
る
災
害
時
避
難
行

動
要
支
援
者
台
帳
や
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
保
有
す
る

情
報
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
避
難
方
法
は
、

地
域
の
方
の
声
か
け
や
移
動
支

援
を
受
け
て
避
難
を
行
う
。

④
非
常
用
電
源
を
使
用
し
た
訓

練
は
、
関
係
予
算
を
新
年
度
に

計
上
し
て
、
晩
生
内
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
鶴
沼

改
善
セ
ン
タ
ー
の
２
施
設
で
、

運
搬
や
接
続
等
を
含
め
た
訓
練

を
計
画
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
冬
季
に
お
け
る
訓
練

は
北
海
道
の
特
性
上
、
必
要
不

可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
ま

ず
は
各
地
区
で
予
定
し
て
い
る

夏
季
の
訓
練
を
先
行
し
て
実
施

し
た
後
に
改
め
て
計
画
し
て
い

く
。

③
毎
年
行
っ
て
い
る
避
難
訓
練

に
加
え
、
一
日
防
災
学
校
を
実

施
し
て
い
て
、
自
ら
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
の
で
き
る
基
礎

的
な
知
識
等
を
身
に
つ
け
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

　
避
難
者
２
０
０
名
と
い
う
人

数
の
設
定
は
国
か
ら
の
基
準
な

の
か
、
そ
れ
と
も
町
が
独
自
で

設
定
し
た
も
の
な
の
か
。
ま
た
、

備
蓄
品
配
置
の
分
散
を
検
討
で

き
な
い
か
。

　

２
０
０
人
は
防
災
計
画
上
に

規
定
し
て
い
て
、
そ
の
基
礎
と

し
て
い
る
の
が
阪
神
淡
路
大
震

災
の
時
の
家
屋
倒
壊
率
等
を
用

い
て
推
計
し
た
数
字
で
あ
る
。

　
保
管
場
所
の
分
散
は
町
と
し

て
も
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

避
難
所
に
そ
れ
ぞ
れ
配
備
す
る

の
が
望
ま
し
い
が
、
各
施
設
の

利
用
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
今

後
検
討
を
進
め
て
い
く
。

町
長
答
弁

Ａ

教
育
長
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ

総
務
課
長
答
弁

Ａ

寄
付
行
為
に
つ
い
て

　
議
会
議
員
は
、
選
挙
区

内
で
金
銭
や
品
物
を
贈
る

こ
と
は
特
定
の
場
合
を
除

い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
て
、
有
権
者
が
求
め
て

も
い
け
ま
せ
ん
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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審議 された 事件 結果と

条例等の審議と結果
◆浦臼町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例について　―可決―
◆職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について　―可決―
◆浦臼町第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について　―可決―
◆浦臼町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償に関する条例の一部を改
　正する条例について　―可決―
◆浦臼町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について　―可決―
◆浦臼町税条例の一部を改正する条例について　―可決―
◆浦臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について　―可決―
◆浦臼町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
　の利用に関する条例の一部を改正する条例について　―可決―
◆浦臼町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について　―可決―
◆浦臼町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
　する条例について　―可決―
◆浦臼町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
　―可決―
◆浦臼町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に
　ついて　―可決―
◆浦臼町火入れに関する条例の一部を改正する条例について　―可決―
◆指定管理者の指定について
　次の施設について、指定管理者を指定しました。（期間：令和８年４月１日～令和１３年３月３１日）
　・浦臼町米穀乾燥調製貯蔵等施設� ピンネ農業協同組合 　　
　・浦臼町農産物処理加工施設ぶどうの丘恵彩館「ジュース等製造施設」� （株）北海道アグリマート
　・浦臼町農産物処理加工施設ぶどうの丘恵彩館「ブドウ果搾汁施設」� 北海道ワイン（株）　　　
　・浦臼町田園空間博物館石造り倉庫� （株）北海道アグリマート

第４回浦臼町議会定例会〔１２月９日～１１日開催〕

令和７年度予算の補正されたもの

※補正予算の審議のみ行い、可決されました。

第３回浦臼町議会臨時会〔１２月１７日開催〕

会計名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一 般 会 計
（ 第 ５ 号 ）

45億2391万1000円
（4972万8000円）

ふるさと納税記念品� 1229万2000円
返礼品配送料負担金� 463万2000円
農業活性化支援事業補助金� 440万円
農業次世代人材投資資金交付金� 75万円
経営発展支援事業・世代交代円滑化事業補助金
� 391万4000円

一 般 会 計
（ 第 ６ 号 ）

45億7421万2000円
（5030万1000円）

福祉施設特別給付金� 60万円
物価高対応子育て応援手当給付金� 438万円
物価高騰支援商品券発行事業� 2460万円
物価高騰支援水道料金減免事業� 2000万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
（ 第 ３ 号 ）

1億2082万4000円
（増減なし）

給料・職員手当等� 41万7000円
財政調整基金積立金� △41万7000円

後期高齢者医療
（ 第 ２ 号 ）

6004万9000円
（19万5000円）給料・職員手当等� 19万5000円

下水道事業会計
（ 第 １ 号 ）

収
益
的

収入� 1億1183万9000円
（34万9000円）下水道使用料� 34万9000円

支出� 8138万円
（34万9000円）

給料・手当等� 18万2000円
企業債利息� 15万6000円
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　１０月１６日・２０日・２２日に決算審査特別委員会を開き、令和６年度浦臼町各会計歳入歳
出決算について認定すべきものと決定しました。

区　分

会計名

決　　算　　額
差 引 額 翌年度へ繰り

越すべき財源 実質収支額
歳　入 歳　出

一 　 般 　 会 　 計 4,511,952,803 4,263,562,622 248,390,181 0 248,390,181

特別会計
国 民 健 康 保 険 141,112,859 125,372,859 15,740,000 0 15,740,000

後期高齢者医療 47,582,990 47,052,222 530,768 0 530,768

下 水 道
事業会計

収益的収入及び支出 111,437,513 72,814,275 38,623,238

資本的収入及び支出 21,622,150 73,528,326 △ 51,906,176 2,036,000

（単位：円）

※下水道事業会計～資本的収入額が資本的支出額に不足する額51,906,176円は、当年度分消費税及び地方消費税資
本的収支調整額965,165円、当年度分損益勘定留保資金13,404,675円、減債積立金33,217,000円、繰越利益剰余金
4,319,336円で補てんした。

令和６年度各会計決算を認定しました

委
員
会
報
告

　
一
般
会
計
決
算
で
は
計
13
回

の
補
正
予
算
編
成
を
行
い
「
中

央
団
地
改
修
事
業
」
や
「
橋
梁

長
寿
命
化
事
業
」
等
の
公
有
財

産
の
改
修
事
業
や
「
町
立
診
療

所
建
替
事
業
」
等
大
型
公
共
事

業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
物
価

高
騰
支
援
と
し
て
「
物
価
高
騰

緊
急
支
援
商
品
券
発
行
事
業
」

や
「
福
祉
施
設
特
別
給
付
金
」

等
の
ほ
か
国
の
「
低
所
得
者
支

援
給
付
金
事
業
」
や
「
定
額
減

税
補
足
給
付
金
事
業
」
等
の
給

付
金
事
業
を
実
施
し
た
。

　
健
全
化
判
断
比
率
４
指
標
は

全
て
の
指
標
で
堅
調
な
財
政
状

況
を
示
し
、
将
来
負
担
比
率
は

昨
年
度
よ
り
10
．
５
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
良
好
と
判
断
さ
れ
た
。

　
各
特
別
会
計
及
び
事
業
会
計

は
概
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
と
判
断
し
た
。

　
今
後
は
一
層
の
財
政
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
公
共

施
設
等
の
老
朽
化
対
策
や
人
口

減
少
へ
の
対
応
な
ど
将
来
に
向

け
た
発
展
的
改
善
に
努
め
、
安

全
安
心
な
町
づ
く
り
を
望
む
。

〈
検
討
及
び
意
見
〉

①
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
セ
ン
タ
ー

は
指
定
管
理
者
か
ら
残
さ
処
理

費
用
１
㎏
当
た
り
13
円
で
受
け

入
れ
、
町
が
１
㎏
当
た
り
46
円

の
処
理
料
を
負
担
し
処
理
し
て

い
る
。
今
後
は
適
正
な
処
理
費

用
の
検
討
と
運
営
の
改
善
を
求

め
る
。

②
旧
Ｊ
Ｒ
札
沼
線
鉄
道
跡
地
の

適
切
な
管
理
と
早
急
な
譲
渡
手

続
実
施
を
求
め
る
。

③
一
般
タ
ク
シ
ー
の
運
営
は
、

住
民
が
利
用
し
や
す
い
方
法
を

検
討
し
、
利
用
率
を
向
上
さ
せ
、

町
の
費
用
負
担
を
減
ら
す
よ
う

努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
以
上
、
検
討
及
び
意
見
を
付

し
た
報
告
書
を
提
出
し
本
会
議

で
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

（
柴
田
委
員
長
）

　
委
員
会
で
は
多
く
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
い
く
つ
か

ご
紹
介
し
ま
す
。

職
員
の
健
康
を
考
慮
し
特

定
の
課
や
職
員
に
残
業
が

偏
ら
な
い
よ
う
事
務
等
の
分
散

を
考
え
て
は
。

イ
ベ
ン
ト
等
で
残
業
が
一

定
の
時
期
に
集
中
す
る
こ

と
が
あ
る
。次
年
度
に
向
け
て

は
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
や
主
担

当
と
な
る
特
定
の
職
員
に
残
業

が
偏
ら
な
い
よ
う
に
検
討
し
て

い
く
。　�

〈
総
務
課
長
〉

ＱＡ 職
員
の
残
業
に
つ
い
て

電
子
黒
板
は
小
学
校
４
７

８
万
５
０
０
０
円
、
中
学

校
２
９
７
万
円
で
導
入
さ
れ
て

い
る
が
、
導
入
後
の
感
想
や
費

用
対
効
果
、
改
善
点
等
は
あ
る

か
。

小
・
中
学
校
と
も
に
先
生

方
か
ら
は
一
定
の
評
価
を

得
て
い
て
、特
に
小
学
校
で
は

か
な
り
利
用
し
て
い
る
。費
用

対
効
果
と
い
う
よ
り
、手
元
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
で
情
報
を
共

ＱＡ 小
・
中
学
校
の
電
子
黒
板
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総務産業常任委員会報告

〈概　要〉
　本年の気象概況は、降雪量は令和５年度に比べ累積降雪量で１３３㎝、最大積雪深で３５㎝少
なかった。春作業は、４月中・下旬の断続的な降雨の影響もあり例年より作業は遅れたが、その
後天候の回復により順調に推移し、以降は高温多照となり９月まで高温傾向が続いた。
　水稲の生育に関しては概ね高温で推移し８月１５日の生育状況は早８日となり、作況指数は北
海道９８、北空知９７、低タンパク米１７．７％、色選預米１０．２％となっている。その他の
主要作物は、秋小麦は高温・干ばつの影響で細麦傾向となり、春小麦は融雪遅れや降雨により播
種を遅らせ、天候不順から病気の発生により収量が減少した。大豆は、収量は高温により増収と
なった。そばは、着果不良から２番花での収穫となり収量は大きく減少した。花き、その他野菜は、
一部の品目で高温の影響による品質低下や収量減となった。単価は、全国的な品薄により高値で
推移していると考えられる。にんにくの作付面積は減少傾向にあり、生育については一部で春腐
れ病の発生が見られるほ場もあった。また、イモグサレセンチュウの発見も確認され、今後の被
害拡大が懸念される状況にある。販売については、実需からの引き合いが強い状況となっている。
〈考　察〉
・農業の人手不足に対し、町として人材確保対策に取り組んではどうか。
・ぼたんそばの今年の作況を鑑みると、収量・価格ともに低迷している状況にある。今後ぼたん
そばのブランド維持のために、農作業受託組織（コントラクター）による収穫、乾燥調整施設
の体制強化など、行政、ＪＡ、生産者が一体となった対策が望まれる。
・水稲直播栽培における各栽培方法の技術情報把握と収量等の調査研究を望む。

○農作物作況状況について〈調査日１０月２８日〉

有
す
る
こ
と
で
学
び
方
の
多
様

化
や
授
業
の
進
め
方
が
変
わ
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、学
校
か
ら
意
見
を
聞
き
、

改
善
点
が
あ
れ
ば
見
直
し
を
行

っ
て
い
く
。

�

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
長
〉

こ
の
事
業
で
は
町
広
報
の

人
物
紹
介
記
事
の
掲
載
や

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
の
サ
イ
ト
運
営
も
行

っ
て
い
る
。
３
年
間
の
補
助
事

業
の
た
め
令
和
７
年
度
で
終
了

す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は

今
後
も
続
け
て
い
く
の
か
。

令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間

の
事
業
と
し
て
計
画
・
実

施
し
て
い
て
、浦
臼
キ
ン
グ
メ

ル
テ
ィ
ー
愛
好
会
の
設
立
な
ど

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

補
助
事
業
終
了
後
は
、事
業
の

進
捗
な
ど
に
も
よ
る
が
、引
き

続
き
こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

〈
産
業
課
長
〉

ＱＡ ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

〈概　要〉
　本年度の施工途中及び完了の報告のあった事業について、９月４日、１０月２８日に次の５か
所の現地調査を行い、所管より説明を受けた。
　①浦臼町立診療所建築工事、電気設備工事、機械設備工事　　②川８号道路改良工事
　③ＪＲ踏切部道路改良工事　　④山２６号線道路改良工事　　⑤スパーク・２１台所改修工事
〈考　察〉
・町立診療所待合室の窓ガラスの下部は、目隠しやすりガラス等にして外部から見えにくくする
対応をしてはどうか。
・ＪＲ跡地の管理が不十分な箇所が散見されるため、今後、対応をお願いしたい。また、跡地の
活用や譲渡についても、業務を早急に進めていただくことを望む。
・スパーク・２１の台所改修工事に際しては、今後のＬＥＤ化工事も含めて、入居者に迷惑やト
ラブルなどのないように対応・施工を望む。

○町内実施事業等の進捗状況〈調査日９月４日、１０月２８日〉
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委
員
長　
　
　
土
屋　
慎
一

　
副
委
員
長　
　
髙
田　
英
利

　
委
員　
　
　
　
静
川　
広
巳

　
委
員　
　
　
　
砂
場　
　
明

編
集
後
記

　
昨
年
の
最
終
取
引
で
日
経
平

均
株
価
が
５
万
円
台
で
推
移
し

三
十
数
年
前
の
バ
ブ
ル
期
で
も

見
ら
れ
な
か
っ
た
５
万
円
台
に

一
抹
の
不
安
を
感
じ
て
し
ま
う
。

円
安
を
是
正
す
る
た
め
か
日
銀

も
利
上
げ
の
様
相
だ
が
、
景
気

が
良
い
の
は
一
部
上
場
企
業
で

そ
の
恩
恵
は
中
小
零
細
企
業
に

は
及
ん
で
い
な
い
。
利
息
が
上

が
る
と
資
金
確
保
も
ま
ま
な
ら

な
く
な
り
、
最
低
賃
金
は
上
昇

す
る
が
目
に
見
え
る
収
入
増
に

は
な
ら
な
い
。
事
業
者
や
労
働

者
と
も
に
物
価
高
の
苦
境
と
な

る
の
で
は
と
感
じ
て
し
ま
う
。

　
最
後
は
政
治
の
力
に
頼
る
の

だ
が
、
政
治
が
ど
っ
ち
を
向
い

て
い
る
の
か
も
見
え
て
こ
な
い
。

子
育
て
世
代
に
は
給
食
費
や
学

費
の
恩
恵
が
あ
る
が
限
定
的
で

も
あ
る
。
不
安
な
話
だ
が
そ
れ

ぞ
れ
が
考
え
続
け
る
こ
と
が
大

事
で
は
。�

（
砂
場
）

議会の流れ

◎議会運営委員会
　１２月　２日　　・令和７年第４回定例会の運営について
◎全員協議会
　１０月２８日　　・町税の徴収方法等の変更について
　　　　　　　　　・道の駅建設協議の進捗状況について
　１２月　９日　　・令和７年第４回定例会について
　　　　　　　　　・補正予算について
　　　　　　　　　・会計実地検査の結果報告について～公営住宅関連
　　　　　　　　　・乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
　　　　　　　　　・過疎地域持続的発展市町村計画について
　　　　　　　　　・指定管理者の選定について
　　　　　　　　　・道の駅建設事業について
　１２月１７日　　・補正予算について
◎議会広報特別委員会
　　１月１３日　　・議会だより第１９３号の編集

奈
井
江
町
・
浦
臼
町

議
会
議
員
交
流
会

　
令
和
７
年
12
月
15
日
、
浦
臼

町
役
場
で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

「
北
海
道
の
社
会
資
本
整
備
と

最
近
の
建
設
産
業
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
空
知
総
合
振
興
局
鷲

尾
局
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
演
後
は
講
師
と
の

意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
表
彰

　
地
方
自
治
振
興
や
町
政
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
２
名
の
議
員
に

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
、

空
知
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、

12
月
９
日
第
４
回
定
例
会
開
会

前
に
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

監査委員として７年以上在籍
静川　広巳　議員

議員として10年以上在籍
野崎　敬恭　議員
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informationinformation

　下記のとおり町民まちづくり活動応援事業を実施する団体を募集します。
　
１．補助金の額
　　　１事業につき限度額３０万円

２．補助率
　　　総事業費のうち補助対象経費の１０分の８以内

３．提出書類
　　　（１）事業計画書（様式第１号）
　　　（２）収支予算書（様式第２号）
　　　（３）団体の規約等の写し（任意様式）
　　　（４）会員名簿（任意様式）
　　　※（１）と（２）の様式は町公式ホームページからダウンロードできます。
　　　　右記ＱＲコードよりアクセスしてダウンロードして下さい。

４．提出先及び事前相談窓口　
　　　総務課企画係　電話　０１２５－６８－２１１１

５．提出期限
　　　３月６日（金）必着

６．補助の対象となる団体
　　　３名以上で構成され、団体の運営に関する規則等を有していることが必要です。
　　　※営利団体でも、営利を目的とした事業でなければ対象となります。

７．審査方法
　　　新規事業の場合は申請団体に福祉の町づくり委員会に出席いただき、事業の特徴や効果等を説明いた
　　　だきます。（昨年度採択を受けた団体が行う事業でも、必要に応じて説明を求めることがあります。）

８．特記事項
　　　この補助金は来年度予算の議決をもって交付できるようになります。予算成立前での募集となります
　　　が、ご了承の上応募いただきますようお願いいたします。その他詳細は町公式ホームページに掲載い
　　　たします。

町民まちづくり活動応援事業募集

　司法書士・行政書士　木村幸一先生による無料法律相談会が下記日程で開催されます。（完全予約制）
日　　　　時　２月１０日（火）　１３時００分～１５時００分
場　　　　所　浦臼町商工会館
相 談 内 容　相続・遺言・登記（法人・不動産）、債務整理、民事裁判、成年後見等
お問い合わせ　浦臼町商工会　電話：０１２５－６７－３３３１

無料法律相談会の開催

〇令和７年度の活動

（町公式HP）
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おしらせおしらせ

福祉灯油に関するお知らせ
　町では高齢者等の冬の生活支援として、灯油券の申請受付をしております。該当になると思われる方には
昨年１１月に個別通知をしております。申請受付は２月１３日（金）までとなりますので忘れずに申請して
下さい。
　また、福祉灯油券の使用期限は２月２８日（土）までです。期日を過ぎると使用できなくなりますのでご
注意ください。　

お問い合わせ　福祉課介護福祉係（保健センター）　　電話：０１２５－６８－２２８８

株式会社フジタコーポレーションとの地域活性化・産業の振興に係る
包括連携協定を締結しました
　役場にて、株式会社フジタコーポレーションと
の地域活性化・産業の振興に係る包括連携協定書
締結式が行われました。この協定は観光振興や地
方創生、災害時の対応など７項目を盛り込んでい
ます。
　同社と同様の協定を結ぶのは道内３自治体目で
空知管内では初めてとなります。
　協定を結ぶにあたり、同社の遠藤社長は「浦臼
は札幌から近いという好立地で、ワインやお米な
ど資源が豊富」と魅力を述べました。

物価高騰支援商品券発行事業
　町では物価高騰の影響を受けている町民の生活支援として、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交
付金」を活用し、町民のみなさまへ１月中に１万５千円分の「商品券」を配布しています。

◇対 象 者　　全町民【令和８年１月１日時点で浦臼町内に住民登録がある方】
◇配 布 物　　一人あたり１万５千円分の商品券（５００円券×３０枚）
◇利用期間　　１月２０日（火）～６月３０日（火）
◇利用店舗　　町内の物価高騰支援商品券参加事業所

　商品券の利用店舗などの詳細につきましては、商品券に同封さ
れているチラシをご覧になるか下記までお問い合わせください。

お問い合わせ　浦臼町商工会　電話：０１２５－６７－３３３１

みほん



19　広報うらうす　2026.2月号

informationinformation
スキルアップセンター空知　公共職業訓練生募集

自衛官募集

※受付期間および試験日が変更・延期される場合があります。
　詳しくは、自衛隊札幌地方協力本部滝川地域事務所までお問い合せください。
　電話：０１２５－２２－２１４０　ホームページ：https://www.mod.go.jp/pco/sapporo

（ホームページ）

募集種目 資格 受付期間 試験日

幹
部
候
補
生

一般
（海上・航

空自衛隊
は飛行要
員を含む）

令和９年４月１日現在
２０歳以上２８歳未満の者
一部応募資格条件あり

第１回
３月上旬～
４月中旬まで

第２回
４月中旬～
６月中旬まで

１次試験
○一般、歯科、薬剤科
　第１回：４月中旬
　第２回：６月中旬～下旬
○海上・航空自衛隊飛行要員
　４月中旬
　 （指定する日）

２次試験
　第１回：６月上旬～６月中旬
　　　　　(指定する日)
　第２回：７月下旬～８月上旬
　　　　　(指定する日)

３次試験（海・空飛行要員のみ）
細部は下記へお問い合わせください。

歯　　科

令和９年４月１日現在
２０歳以上３０歳未満の者
入校日までに歯科医師国家
試験に合格している者

薬 剤 科

令和９年４月１日現在
２０歳以上２８歳未満の者
入校日までに薬剤師国家試
験に合格している者

項目名 内　　　　　容

訓 練 科 名 パソコン基礎科 

主 催 北海道立札幌高等技術専門学院 

概 要
パソコン初心者を対象に、ワード・エクセル・パワーポイントの基本操作、情報セキュ
リティの基礎知識の習得および関連資格の取得により就職を目指す職業訓練 

定 員 １５ 名 

日 程 ４月１５日（水） ～ ７月１４日（火） 

受 講 料 無料 

対 象 者 一般求職者 （公共職業安定所長の受講指示・受講推薦または支援指示が受けられる方） 

募 集 期 間 ２月１２日（木） ～ ３月１３日（金） 

会 場 スキルアップセンター空知 

申 込 方 法 最寄りのハローワークにてご相談のうえ、お申込みください

お問い合わせ
スキルアップセンター空知（担当：研修課 米田） 
電話：０１２５－２４－１８８０ 
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１日に350g以上野菜摂取をしている方の割合の推移

150g未満
5.7％

175g
16.5％

250g
21.5％300g

22.2%

350g
（ほぼ目標値）

14.3％

351g以上
（目標値以上）

19.8%

１日の推定野菜摂取量の結果（６～11月合計）

HEALTH INFORMATIONHEALTH INFORMATION 福祉課保健指導係（保健センター）
電話：０１２５－６９－２１００

野菜を食べて生活習慣病を予防しよう
　みなさん、野菜は毎日食べていますか？　
　生活習慣病の予防や管理には野菜摂取が重要です。特に緑黄色野菜はコレステロール値を下げ、血糖値や
血圧の上昇を抑える働きがあります。野菜はカロテンの含有量で緑黄色野菜と淡色野菜に区分され、抗酸化
物質や食物繊維、ビタミン、ミネラルなどそれぞれ異なる栄養素を含んでいるため両方をバランス良く摂取
するのが望ましいといわれています。１日に緑黄色野菜１２０ｇ、淡色野菜２３０ｇ、合わせて３５０ｇが
目標ですが、日本人の１日平均野菜摂取量は約２６０ｇで、多くの人が野菜不足というのが現状です。保健
センターでは６月から１１月の間、健診や老人クラブ、各種教室などで延べ４７４人の方に推定野菜摂取量
が測定できる『ベジチェック』を実施しました。その結果１日の推定野菜摂取量は３００ｇが一番多く、次
いで２５０ｇとなりました。全体を見ると３５０ｇ以上の方は約３分の１という結果となりました。月別で
見ると６月から野菜の摂取量が増え１０月にピークを迎えます。ちょうど野菜の収穫時期と重なっており、
冬の間は野菜の摂取量が減る傾向にあると想像できます。寒い時期は煮物、汁もの、鍋物などに大根、白菜、
ネギ、キャベツなどの保存ができる淡色野菜の出番が多くなりがちですが、人参、にら、春菊、ブロッコリー
などを入れたり、麺類にほうれん草や小松菜などの緑黄色野菜を加え、１日３５０ｇ以上を目指し生活習慣
病を予防しましょう。

◎栄養士考案レシピ
『ごまだれで食べる蒸し野菜』
１人分の材料と切り方　
キャベツ１００ｇざく切り、かぼちゃ６０ｇ１センチ幅、大根５０ｇいちょう切り、人参３０ｇいちょう切
り、ブロッコリー３０ｇ小房に分ける、ニラ３０ｇざく切り、ネギ３０ｇ斜め切り、もやし３０ｇ、シイタ
ケ２０ｇ４つに切る、タラ１切れを４つに切り塩少々と酒小さじ１を振りかける。
ごまだれの材料：★白すりごま大さじ１★マヨネーズ大さじ１★味噌小さじ１★砂糖小さじ１★酢小さじ１
　　　　　　　　★ゴマ油小さじ１
作り方
①皿に★以外のすべての材料を入れ、ラップをかけて６００ｗのレンジで７分加熱する。　
②★のごまだれの材料をすべて混ぜ、蒸し野菜にかけます。
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informationinformation
減る脂ー運動教室　ｉｎ　ｔｈｅ　ｎｉｇｈｔのお知らせ
　１１月と１２月の教室は、１２名の方が参加してくださいました。筋力トレーニングや格闘系エクササイ

ズのほか、骨盤の歪みチェックを行い、タイプに合わせた姿勢の注意点などを真杉インストラクターに教え

ていただきました。初めての方も多く参加していただき、にぎやかな教室となりました。ご参加ありがとう

ございました。今年度の教室開催は下記の日程で最後となります。冬の運動不足解消やストレス発散の機会

に、ぜひご利用ください。みなさんのご参加をお待ちしております。

対　　象　　町内にお住まいの方（概ね２０～５０歳代）　　　　　

日　　程　　３月５日（木）、１２日（木）

時　　間　　１８時３０分～２０時００分

場　　所　　保健センター

内　　容　　健康運動指導士によるストレッチ、筋力トレーニング、格闘系エクササイズ　等

参加料金　　５００円（初回参加時のみ徴収）

　　　　　　※今年度は、健診・検診を受診した方の参加料免除はありません

　　　　　　※６月、９月、１１月・１２月に参加された方は参加料の徴収はありません

　　　　　＊参加をご希望の方は、各日程の前日までに保健センターにお申し込みください。

　　　　　＊継続して参加された方には、健康グッズをプレゼント！

　　　　　　ぜひたくさん参加してゲットしてくださいね。

～１１月・１２月の教室の様子～

有料広告

（固定金利・保証料含む）　（平成２７年４月１日現在）

※融資条件を変更する場合は、手数料がかかる場合があります。
※保証会社の審査によって、ご希望に添えない場合があります。
※詳しくは当金庫本支店窓口にお問合わせください。

ほくもんフリーローン『まねき猫』

・ご融資額　５００万円以内　・ご利用期間　１０年以内

ご融資金利　年５.０％、年７.０％、年９.０％、年１４.０％
他金融機関、クレジット、消費者金融で

ご利用中のローンの借換もOK

https://www.shinkin.co.jp/hokumon/

※ご融資金利は保証会社の審査のうえで決定させていただきます。
※さらにお取引内容によって上記金利より年０.２０％優遇いたします。

北門信用金庫　浦臼支店　TEL ６８－２０１１

ふれあいを大切にする
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　樺戸連山の壮観な雪景色が見頃の季節となりました。みな
さんいかがお過ごしでしょうか?
　農村センター図書室では、先月発表された芥川賞・直木賞
受賞作や昨年多くのメディアで紹介された話題作が入荷しま
した。また、図書室でも毎年人気の本屋大賞ノミネート作は
今月6日に発表予定です。今回はどの作品が大賞を受賞する
でしょうか？多くの方のご利用をお待ちしております。

新
刊　図

書
案
内

開
館
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時

休
館
日

　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

一般書　２０冊（☆は芥川賞受賞作または候補作、★は直木賞受賞作または候補作）

次回は児童書を中心にご紹介します！ 

『龍の守る町』
砥上　裕將/著

　５年前に瑞乃町を襲った未曾
有の大水害。その爪痕は深く、
町は未だ癒えぬ傷を抱えていた。
現場で活躍していた消防士・秋
月は大水害をきっかけに司令室
に移動することになり･･･。

『カフェーの帰り道』
嶋津　輝/著

　
　東京・上野にある「カフェー
西行」。食堂も兼ねた近隣住民
の憩いの場には、客をもてなす
個性豊かな女給たちがいた。大
正から昭和にかけて働いた女性
たちの物語。

『僕には鳥の言葉がわかる』
鈴木　俊貴/著 

　NHK『ダーウィンが来た！』
をはじめ国内外のメディアが注
目する気鋭の若き動物言語学者
による科学エッセイ！

だれでも食堂のご案内

　浦臼の野菜をできるだけ使用して月に１回町民が開く、町民のための食堂です。
　混雑をさけるため、予約制での開催といたしますので、事前にお申し込みをお願いします。
　たくさんの方のご来場をお待ちしております。

日　　時：２月１４日（土）
　　　　　１１時３０分～１３時３０分
　　　　※１１時３０分から３０分ごとの時間予約制です。
開催場所：ふれあいの家（中央団地敷地内）

※会場が使用できない場合は中止となります。

メニュー：ナポリタン・ツナサラダ・スープ・
　　　　　スイーツ
料　　金：大人２００円　１８歳以下無料
申 込 先：電話　０９０－２８１１－８１９６
　　　　　代表　鎌田　眞美

スピーチ まさき　としか 幻冬舎

彼女たちは楽園で遊ぶ 町田　そのこ 中央公論新社

イン・ザ・メガチャーチ
 【未来屋小説大賞受賞】 朝井　リョウ 日本経済新聞出版

熟柿 【中央公論文芸賞受賞】 佐藤　正午 KADOKAWA

 I 道尾　秀介 集英社

コンパートメント№６ ロサ・リクソム みすず書房

エピクロスの処方箋 夏川　草介 水鈴社

碧血の碑 赤神　諒 小学館

BOXBOXBOXBOX 【文藝賞受賞】☆ 坂本　湾 河出書房新社

時の家 ☆ 鳥山　まこと 講談社

カフェーの帰り道 ★ 嶋津　輝 東京創元社

白鷺立つ 【松本清張賞受賞】★ 住田　祐 文藝春秋

神都の証人  【山田風太郎賞受賞】★ 大門　剛明 講談社

家族 ★ 葉真中　顕 文藝春秋

女王様の電話番 ★ 渡辺　優 集英社

龍の守る町 砥上　裕將 講談社

針と糸 小川　糸 毎日新聞出版

アクセサリーからスマホケースまで
はじめてのキャップアート CAP AKIRA TOKYO 大和出版

僕には鳥の言葉がわかる 【３冠達成】 鈴木　俊貴 小学館

すべてを蒸したいせいろレシピ
 【料理レシピ本大賞】 りよ子 Gakken ◇書店員が選ぶノンフィクション大賞２０２５

◇第２４回新潮ドキュメント賞　
◇第１３回河合隼雄学芸賞
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自動車運転免許更新時講習会
　優良運転手のみが受講できる講習会で、ご自宅
に「運転免許証更新連絡書」が届きますので、滝
川警察署砂川警察庁舎等で更新の手続き（申請等）
を済ませ、「優良講習」対象者に該当するかどうか
確認の上、受講してください。
　更新手続きは、誕生日の前後合わせて２ヶ月の
間に行ってください。

と　き　２月１９日（木）・１８時から
ところ　奈井江町文化ホール（ＪＲ奈井江駅前）

短
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最終処分場放流水水質検査結果（12月分）
項目

採取日

水素イオン
濃度

〔ｐＨ〕

浮遊物質量 生物化学的
酸素要求量

〔ＢＯＤ〕

化学的
酸素要求量

〔ＣＯＤ-Ｍｎ〕

全窒素

〔ＳＳ〕 〔Ｔ－Ｎ〕

7.7 2.5 3.81未満 0.7
基 準 値 ５.８～８.６ １０以下 ２０以下 ９０以下 １２０以下

12月11日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　１月４日澤　　　俊　夫　さん　９８歳　　　　　　　　　　　　　　　晩生内第１
　　　　　　　　　　　　　　　１月６日後　藤　聖　二　さん　８３歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第６

おくやみ申し上げます

〇社会福祉協議会へ
故人の生前のお礼として
匿名　　　　　　　　　　　　１万円

〇浦臼町へ
認定こども園の食材料費として
匿名　　　　　　　　　　　　３６万円
一般寄附金として
宮　野　政　幸　さん　　　　鶴沼第２
　　　　　　　　　　　　　　５万円

ご厚志ありがとうございます

み
そ
か

か
し
わ
で

こ

か
た

編 集 後 記
　２月号では、二十歳を祝う会の取材に行きまし
た。男性は黒いスーツを着こなしており、また女性
は色とりどりの振袖に身を包み、とても華やかな式
典でした。私も９年前に浦臼で参加しましたが、そ
の頃はまだ「新成人のつどい」という名称でした。
９年も経つとトレンドも変わり、髪を高い位置で
結っていたのが、低い位置で結うのが最近のトレン
ドらしいです。２年前美容師としてヘアメイクした
のが懐かしいです。朝早くから準備した二十歳を迎
えられたみなさんと親御様、大変お疲れ様でした。
改めまして、おめでとうございます！

男 749人（－1人）　女　　791人（ 0人）
計 1,540人（－1人）世帯数　766戸（－1戸）

（　）内は前月との比　■１２月末現在

有料広告
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まいたうんTOPICS
１／７　　令和 8年浦臼消防出初式

　役場３階あかねホールにて二十歳を祝う会が行われました。スーツや振り袖に身を包んだ１０名が出席し
ました。式典では、記念品の贈呈や出席者を代表して澤田楓茉さんが誓いの言葉を述べました。
　式典後半には「今年から社会人になるので責任ある行動をする」「お酒を飲み過ぎないように注意する」
など１０名が二十歳の抱負を述べました。また、幼稚園から中学校までを振り返るスライドショーが上映さ
れ、会場は歓声と笑い声に包まれました。

さわ だ ふう ま

１／１１　節目を迎え、新たな門出へ　二十歳を祝う会

　無火災・無災害を祈念して役場３階あかねホールにおいて、消防
出初式が行われました。多数の来賓が見守る中、清水総指揮官の指
揮の下、規律厳正に行われました。丹羽団長は挨拶で「災害に対す
る備えや訓練の充実を図り、住民の安心・安全のために、一層精進
して参ります」と話しました。
　表彰式では、これまで消防団活動に携わってきた団員に勤続表彰
や功績章、感謝状が授与されました。また、古橋前副団長には長年
の功績がみとめられ名誉消防団員の称号が与えられました。

１／１５　みんなで楽しくお菓子作り　小学生なんでも体験教室

　農村センターにて小学生なんでも体験教室が開催されました。小
学生１１名が参加し、米粉入りのクレープを作りました。
　講師の深澤エリ子さんの指導を受けながら、最初はぎこちなかっ
た生地を焼く工程も、後半には慣れた手つきで焼けるようになりま
した。参加した児童は「生地を焼くのが難しかったが楽しかった」「家
族と一緒に食べるのが楽しみ」と笑顔で話しました。


